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カヌー（スラローム女子）２位
村山夏美（萩市）
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山
口
県
で
は
48
年
ぶ
り
と
な
る
第
66
回

国
民
体
育
大
会
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
」
が
、
10
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
11

日
間
開
催
さ
れ
、
萩
市
で
は
、
軟
式
野
球
、

柔
道
、
カ
ヌ
ー
、
卓
球
の
正
式
競
技
４
種

目
と
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
大
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
発
生
を
受
け
て
、
被
災
地
の
み
な
ら
ず

全
国
に
向
け
て
「
た
ち
あ
が
れ
！
東
北　

が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
を
合
言
葉
に
、
勇

気
と
希
望
、
そ
し
て
元
気
を
送
る
大
会
と

し
て
開
催
さ
れ
、
被
災
地
か
ら
の
選
手
へ

の
応
援
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卓
球
競
技
に
三み
か
さ
の
み
や

笠
宮
寬と

も
ひ
と仁
親
王

殿
下
の
第
一
女
子 

彬あ
き
こ子
女
王
殿
下
の
お

た

一本勝ちした木村翔
しょうま

真選手
（萩高校３年、東京都戦）

ホーム上でのクロスプレー
（山口県対神奈川県）

高橋怜也選手佐々木智美選手 市場大樹選手

▽
10
月
２
・
３
日
（
萩
ス
タ
ジ
ア
ム
）、
観

客
４
１
５
０
人

①
成
年
男
子　

１
回
戦
岩
手
県
、
２
回
戦

神
奈
川
県
に
そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
、
準
々
決
勝

で
京
都
府
に
敗
れ
順
位
決
定
戦
で
６
位
入

賞

▽
10
月
２
〜
４
日
（
市
民
体
育
館
）、
観

客
１
万
３
４
７
人

①
成
年
男
子　

２
回
戦
で
優
勝
し
た
千
葉

県
と
対
戦
し
惜
し
く
も
敗
戦

②
成
年
女
子　

１
回
戦
千
葉
県
、
準
々
決

勝
長
崎
県
、
準
決
勝
大
阪
府
に
勝
ち
、
決

勝
戦
で
は
惜
し
く
も
山
梨
県
に
敗
れ
準
優

勝③
少
年
男
子　

２
回
戦
で
準
優
勝
し
た
東

京
都
に
惜
し
く
も
敗
退

④
少
年
女
子　

２
回
戦
滋
賀
県
に
勝
ち
、

準
々
決
勝
で
は
準
優
勝
し
た
熊
本
県
に
惜

し
く
も
敗
れ
５
位
入
賞

山口県チームに拍手を送る三笠宮彬
あ き こ

子女王殿下

▽
10
月
６
〜
９
日
（
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー

競
技
場
）、
観
客
２
１
０
０
人

①
ス
ラ
ロ
ー
ム
15
ゲ
ー
ト　

市
場
大だ
い
き樹
選

手
が
６
位
入
賞
、
村
山
夏な
つ
み美

選
手
が
２
位

と
健
闘

②
ス
ラ
ロ
ー
ム
25
ゲ
ー
ト　

市
場
選
手
が

６
位
入
賞
、
村
山
選
手
が
４
位
入
賞

③
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
１
５
０
０
ｍ

高
橋
怜り
ょ
う
や也
選
手
が
５
位
入
賞
、
佐
々
木

智と
も
み美
選
手
も
５
位
入
賞

④
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

高
橋
選
手
が
12
位
、
佐
々
木
選
手
が
８
位

入
賞

成
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

山
口
県
は
悲
願
の
天
皇
杯
（
男
女
総
合

優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子
総
合
優
勝
）
を

獲
得
。
萩
出
身
・
在
住
の
選
手
た
ち
も
、

各
競
技
で
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

萩
市
で
の
観
覧
者
は
の
べ
約
３
万
人
と

な
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
の
活
躍
に
、
連
日
会
場
は
喚
声

と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ございまし

萩
市
開
催
の
競
技
結
果

柔

軟

道

式
野
球

カ
ヌ
ー
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応 援

岸川聖
せ い や

也選手（青森県戦）

▽
10
月
７
〜
10
日
（
市
民
体
育
館
）、
観

客
１
万
３
４
３
０
人

①
成
年
男
子　

１
次
リ
ー
グ
４
戦
を
勝

ち
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
準
決
勝
で
は

埼
玉
県
、
決
勝
で
は
青
森
県
に
そ
れ
ぞ
れ

勝
ち
見
事
優
勝

②
成
年
女
子　

２
回
戦
愛
知
県
、
３
回
戦

宮
城
県
に
勝
ち
、
準
々
決
勝
で
は
優
勝
し

た
茨
城
県
に
惜
し
く
も
敗
れ
５
位
入
賞

▽
10
月
９
日
（
む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
む

つ
み
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
観
客
１
４
０

人
　

63
チ
ー
ム
３
１
７
人
の
選
手
が
参
加
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
続

出
す
る
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

①
個
人
戦　

福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

愛
好
会
の
岡
政
夫
さ
ん
が
８
位

②
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
（
ス
タ
ー
ト
時
の

第
１
ホ
ー
ル
の
み
有
効
）　

福
川
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
阿
武
康や
す
の
ぶ
延
さ
ん
、

柴
田
勝
さ
ん
、
田
万
川
の
松
原
健
二
さ
ん

が
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

成
年
男
子
優
勝
の
山
口
県
チ
ー
ム
、

左
は
阿
部
一か
ず
み
ち道

監
督
（
土
原
）

５位（山口県チーム）
柔道 少年女子

穴井 康
し ず な

那
（西京高校３年、萩東中出身）

１位（山口県チーム）
バレーボール 少年女子

近藤 美
み さ き

咲
（誠英高校２年、萩東中出身）

（萩出身・在住選手）

100ｍハードル６位
少年女子Ｂ

南
の う の

野 智
と も み

美（萩西中３年）

陸上競技
７位（山口県チーム）

成年女子

松中 はるな
（聖泉大学、むつみ中出身）

ホッケー

スラローム（15ゲート）６位
スラローム（25ゲート）６位

ワイルドウォーター
（1500m）　５位

成年男子

市場 大
だ い き

樹（川上）

高橋 怜
りょうや

也（川上）

カヌー
スラローム（15ゲート）２位
スラローム（25ゲート）４位

ワイルドウォーター（スプリント）８位
ワイルドウォーター（1500m）５位

成年女子

村山 夏
な つ み

美（椿東）

佐々木 智
と も み

美（川上）

カヌー

舵手つきフォア５位
（山口県チーム）

成年男子

西村 好
よしみち

道（相島出身）

ボート

ありがとう

成年男子
ラグビーフットボール

３位（山口県チーム）

兼本 元
げ ん た

太、兼本 文
ぶ ん た

太（以上土原）、
上田 健

けんさく

策（川上出身）、國光 映
てるよし

良
（椿東）、田中 孝

たかのり

典（大井出身）、
佐藤喜

よしひで

英（椿出身）、矢次 啓
けいすけ

祐（吉

田町出身）、石川 大
だ い き

樹（椿東出身）

卓
球

グ

（
ス
ポ
ー
ツ
行
事
）

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

卓
球
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△観客にふぐ鍋をふるまったり、萩の見どころを紹介

△子どもたちの声援が響いた萩スタジアム

▷萩スタジアムでは
夏みかんジュースを
ふるまいました

△ダムや森に囲まれ景観をいかしたカヌー競技場

萩 市 の お も て な し
　萩観光ＤＶＤ上映やパンフレットの配布、ものしり博
士による萩観光のＰＲ等、きめ細かな案内が好評でした。

観光ＰＲコーナー

　萩市観光協会をはじめ、観光関連団体が、全国から来
られた選手・監督、応援団の皆さんに心のこもった案内
をしました。

総合案内所

　小中学校の児童・生徒約 4,420人による学校応援など
で大会を盛り上げるとともに、中・高校生や一般の市民ボ
ランティアのべ 2,252 人が大会の運営に参加しました。

ボランティア

　萩商工高校機械科生徒の皆さんが制作した巨大ちょる
るが、市民体育館で選手・監督、観客たちをお出迎えし
ました。

巨大ちょるるがお出迎え

　期間中、選手や監督、大会役員など 5,112 人（配宿
センター取りまとめ）が市内のホテル・旅館に宿泊しま
した。

大会期間中の宿泊

　４種類の国体昼食弁当（萩・こだわり弁当）を選手・監督
等に提供しました。むつみ豚のとんかつや見蘭牛とむつ
み豚の合挽きハンバーグ、アジフライなど萩ならではの
旬の食材にこだわった手づくりの弁当が喜ばれました。

食によるおもてなし

◇ふぐ鍋
　萩スタジアムと市民体育館で、１日 500 杯のふぐ鍋
　をふるまい、萩ならではの味と好評でした。
◇夏みかんジュースとコーヒー
　全競技会場で期間中毎日ふるまいとても好評でした。
◇紙しばい上演
　市民体育館で、ＮＰＯまち博語り部班の皆さんによる
　紙しばいを上演して萩をＰＲしました。
◇いとこ煮、おもてなし汁
　阿武川特設カヌー競技場で川上女性会の皆さんがふる
　まい、懐かしい味と好評でした。

各競技会場で、選手や観客へのふるまい
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■問い合わせ　商工課（２５・３１０８）

中
央
公
園

12日（土） 10:00 〜 16:00
 12:00 〜 オープニングセレモニー
12:15 〜 もちまき（一般、小学生以下の部）
13:00 〜 叶純子コンサート

13日（日） 10:00 〜 16:00

10:15 〜 ビンゴゲーム
（ビンゴカード配布 9:45 〜ステージ横）

14:00 〜 長州とことん総踊り

市
民
館
大
ホ
ー
ル

12日（土） 10:30 〜

10:30 〜
のど自慢大会
10:30 〜 12:00　ジュニアの部
13:30 〜 16:00　一般の部

13日（日） 10:30 〜 16:00
10:30 〜 中央公民館舞台発表会

午前 10 時〜午後４時
中央公園、市民館、田町商店街

と　き
ところ

■問い合わせ　観光課（２５・３１３９）

8:00 〜 萩大名行列 平安古備組／平安橋付近発
 8:30 頃 平安古鍵曲
10:00 頃 萩博物館
10:20 頃 菊屋家住宅前
10:30 頃 田町商店街
11:40 頃 土原新天街

9:00 〜 毛利輝元卿墓前祭／天樹院
9:00 頃 萩大名行列 古萩町大名行列／古萩町公会堂発

10:00 頃 熊谷町筋
10:30 頃 田町商店街

10:00 〜 民踊「男なら」披露／萩城跡
岩国藩鉄砲隊実演

11:20 〜 民踊「男なら」披露／中央公園
萩まちじゅう観光パフォーマンスショー
岩国藩鉄砲隊実演

12:30 〜 萩時代パレード／中央公園〜金谷神社
萩観光シンボルレディー、萩東中学校吹奏楽
部、萩西中学校ブラスバンド部、明倫小学校
マーチングキッズ、椿東小学校金管カラーガ
ードクラブ、萩まちじゅう観光パフォーマー、
こすおん、毛利歴代藩主、岩国藩鉄砲隊、長
州奇兵隊、唐樋御神幣、川島聖講、古萩町大
名行列、平安古備組

午前８時〜午後５時
市内〜金谷神社

と　き
ところ

●13日（日）10:00〜17:00の間、まぁーるバスのルートが変更になります。
●13日（日）のまぁーるバス「萩市役所」停留所の位置を防長交通㈱の路線
　バス停留所「市役所前」（市民館前）に終日変更します。
　なお、13日の12:00〜17:00の間は、この停留所にバスは停車しません。
●車両の混雑が予想されます。公共交通機関をご利用ください。
●13日（日）12:00〜17:00の間、萩図書館前は進入禁止のため、車で図
　書館をご利用の方は明倫小学校グラウンド駐車場（9:00 〜17:00）を
　ご利用ください。

秋の恒例イベント、中央公園を主会場に開催します

　萩市最大の産業まつり。各地域の旬の農林水産物
や、特産品などが勢揃いします。
　今年は、萩市出身の演歌歌手、叶

かのう

 純
じ ゅ ん こ

子さんのコ
ンサートが行われます（12 日（土）午後１時〜）。

　萩時代まつりで注目を集める萩大名行列は、享保５年
（1720）に萩藩５代藩主毛利吉元が金谷天満宮（椿）の社
殿を修復したことを契機に始まった御神幸行列が起源とさ
れ、江戸時代以来の伝統をもつものです。現在、「平安古
備組」と「古萩町大名行列」を合わせて、総勢 200 人を
超える大奉納行列です。
　今年は、萩まちじゅう観光パフォーマーによるパフォー
マンスショーも行われます（13日（日）午前11時20分〜）。

中
央
公
園

消
防
本
部

郵
便
局

萩
図
書
館

歩行者用道路
御許町交差点〜橋本橋

11月13日㈰
12：00〜17：00

歩行者用道路
橋本橋〜市民体育館

11月13日㈰
10：00〜17：00

通行規制
11月13日㈰

12：00〜17：00

11月13日㈰
12：00〜17：00

進入禁止

通行規制に
ご協力を !!
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ふるさと寄付
22年度

金　額 件 数
平成22年度 1,685万6,000円 707件

平成21年度 3,044万1,000円 467件

平成20年度 1,350万2,500円 490件

ふるさと寄付実績

707件 1,685万6,000円
多くの善意をありがとうございました

田万川温泉
「憩いの湯」

　

田
万
川
温
泉
の
湧
出
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
泉
源
を
掘
削
し
湧

出
量
を
確
保
す
る
た
め
田
万
川
温
泉
第
２

泉
源
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
事

業
の
完
成
に
伴
い
、
田
万
川
温
泉
「
憩
い

の
湯
」
は
11
月
１
日
か
ら
新
泉
源
の
供
用

を
開
始
し
ま
す
。

事
業
内
容　

温
泉
掘
削
、
敷
地
造
成
、
揚

湯
ポ
ン
プ
設
置
、
管
布
設
な
ど

事
業
期
間　

平
成
21
〜
23
年
度

総
事
業
費　

６
５
２
８
万
円

（
国
の
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業
）

新
泉
源
か
ら

温
泉
供
給
を
ス
タ
ー
ト
！

田万川温泉
「憩いの湯」

　

平
成
20
年
に
創
設
さ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
は
、
地
方
自
治
体
に
寄

付
さ
れ
た
場
合
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て

い
る
自
治
体
の
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る

も
の
で
、
都
市
と
地
方
の
税
収
格
差
を

是
正
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
６
月
の
地
方
税

制
改
正
に
よ
り
、
寄
付
金
の
自
己
負
担

額
が
５
０
０
０
円
か
ら
２
０
０
０
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
で
は
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

萩
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
と

共
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
寄
付
推
進
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
、ふ
る
さ
と
萩
を
愛

す
る
方
々
か
ら
多
く
の
篤と
く
し志

を
い
た
だ

き
、件
数
は
過
去
最
高
の
７
０
７
件
、金

額
は
１
６
８
５
万
６
０
０
０
円
で
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
寄
付
者
の

⑤
ふ
る
さ
と
萩
の
応
援
の
た
め

　

ふ
る
さ
と
萩
の
発
展
の
た
め
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い

の
方
に
「
ふ
る
さ
と
寄
付
」
を
呼
び
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
在
住
の
方
で
１
万
円
以

上
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、
感
謝
の
気
持

ち
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
を
お

贈
り
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
気
の
高
い

も
の
は
海
産
物
の
干
物
セ
ッ
ト
、桃（
小

川
産
）、
維
新
伝
心
米
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら

ん
ど
萩
管
内
産
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
万
円
以
上
寄
付
さ
れ
た
方

で
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
市
役

所
ロ
ビ
ー
で
ご
芳
名
を
プ
レ
ー
ト
表
示

し
、
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

w
w

w
.city.hagi.lg.jp/kifu/

■
第
２
泉
源

▽
泉
質　

ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
︲

塩
化
物
冷
鉱
泉

▽
効
能　

神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、

五
十
肩
、
運
動
麻
痺
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
、

打
ち
身
な
ど

▽
湧
出
量　

毎
分
３
１
７
ℓ
（
動
力
）
の

豊
富
な
湯
量

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

料
金　

中
学
生
以
上
４
０
０
円
、
小
学
生

２
０
０
円
、
小
学
生
未
満
１
０
０
円

●
記
念
イ
ベ
ン
ト

◦
小
川
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
当
た
る
ス
ピ
ー

ド
く
じ
と
、
温
泉
内
お
食
事
処
で
全
品
１

割
引
の
サ
ー
ビ
ス
（
11
月
１
日
〜
３
日
）

◦
温
泉
入
浴
券　

回
数
券
お
買
い
上
げ
で

さ
ら
に
も
う
１
枚
入
浴
券
を
贈
呈
（
通
常

回
数
券
11
枚
綴
り
４
０
０
０
円
→
１
冊

４
０
０
０
円
で
12
回
入
浴
で
き
ま
す
。
販

売
は
12
月
末
ま
で
、
有
効
期
限
な
し
）

※
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
に
は
、
道
の
駅
・

ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
で
「
江
崎
漁
業

さ
か
な
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

田
万
川
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
０
）

皆
様
か
ら
指
定
い
た
だ
い
た
事

業
に
大
切
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

■
寄
付
金
の
活
用
方
法
（
寄
付

者
が
指
定
）

①
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

事
業

②
公
園
・
緑
化
整
備
事
業

③
図
書
館
・
児
童
館
図
書
整
備

事
業

④
各
地
域
の
図
書
館
・
公
民
館
・

小
中
学
校
の
図
書
整
備
事
業

11
１火 
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セミナー
ハウス
セミナー
ハウス

リニューアル
オープン！

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
今
年
３
月
に

廃
止
さ
れ
た
山
口
県
萩
青
年
の
家

を
市
が
譲
り
受
け
改
修
工
事
を
行
い
、
誰

で
も
利
用
で
き
る
宿
泊
研
修
施
設
と
し
て
、

11
月
11
日
に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
子
ど
も
会
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
小
中
高
校
生
を
対
象
の
宿
泊

訓
練
施
設
で
し
た
が
、
オ
ー
プ
ン
後
は
こ

れ
に
加
え
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

で
も
利
用
で
き
る
宿
泊
研
修
施
設
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
利
用
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
歴
史
学
習
や
体
験
学
習
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

宿
泊
定
員　

50
人

研
修
内
容　

萩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
な

ど
の
資
源
を
い
か
し
た
様
々
な
研
修
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

※講堂・研修室の午後５時〜10時の利用は、宿泊者のみが対象です。
※体育館の照明利用料は 240 円／時間施設利用料金

施設 午前９時
〜正午

正午〜
午後５時

午後５時
〜10時

超過料金
（１時間）

冷暖房利用料金
（１時間）

講堂 1,320円 2,200円 2,200円 440円 300円
第1〜4研修室

（和室2、洋室2） 430円 730円 730円 140円 150円

第５研修室（和室） 310円 520円 520円 100円 100円

体育館 630円 1,050円 1,050円 200円

広場 310円 520円 520円 100円

　萩セミナーハウスのオープンを記念し
て、11月11日（金）に講演会と健康教室を
開催します。
①開所式
■とき　午前 10 時〜 10 時 45 分
■ところ　萩セミナーハウス玄関前
※施設最初の利用者として、福川小学校５・
６年生が式典に参加します。その後歴史学
習の講演を受け、市内歴史探訪を行います。
②記念講演
■とき　午前 11 時〜午後０時 30 分
■ところ　萩セミナーハウス講堂
■演題　「毛利輝元と萩開府」
■講師　小

こ や ま

山良
よしまさ

昌（毛利博物館館長）
■定員　約 100 人
③健康教室
■とき　午後１時 30 分〜３時
■ところ　萩セミナーハウス講堂
■講師　萩市保健センター職員
■内容　健康に関するお話、健康体操、健
康相談、血圧測定など
※②③は申し込み不要で、どなたでも参加
できます。

宿泊定員

宿泊室（２人用洋室） 16部屋

研修室（和室） ２部屋

50 人

宿泊利用料金

宿泊料（1人1泊） 冷暖房利用
料金（1時間）

宿泊室

高校生以下 500円
（市外は1,000円） 100円

大学生・一般 2,000円

シーツ代 200円

※食事代は別途（要予約）

11
11金 

①
歴
史
学
習
（
語
り
部
に
よ
る
歴
史
物
語

聴
講
、
城
下
町
探
索
）

②
体
験
学
習（
萩
焼
、萩
ガ
ラ
ス
の
体
験
）、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン（
人
間
関
係
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
）、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等

③
萩
博
物
館
を
利
用
し
た
自
然
体
験
教
室

な
ど

■
申
込
方
法　

利
用
日
の
１
年
前
か
ら
７

日
前
ま
で
に
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
備
え
付

け
の
利
用
申
請
書
・
研
修
計
画
書
を
提
出

※
申
請
書
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
（
堀
内

２
１
１
番
地
１
）
２
１
・
７
５
０
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６

※
11
月
10
日
ま
で
は
文
化
・
生
涯
学
習
課

■
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課
（
２
５
・
３
５
９
０
）

オープン記念行事
萩

萩セミナーハウス
（旧萩青年の家）

菊ケ浜

堀内

萩博物館
萩西中学校萩高校

萩八景遊覧船
乗り場

指月橋
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市
で
は
、
景
観
に
対
す
る
市
民
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
と

調
和
し
、
景
観
的
に
優
れ
た
も
の
を
「
萩

景
観
賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
個
別
部
門

（
看
板
部
門
）
と
自
由
部
門
で
８
件
の
応

募
・
推
薦
が
あ
り
、
市
民
投
票
と
萩
市
景

観
審
議
会
の
審
議
を
経
て
、
受
賞
物
件
を

景
観
賞

萩
《
受
賞
理
由
》
創
業
２
６
０
年
に
も
な

る
昔
か
ら
の
旅は
た
ご籠

の
看
板
で
す
。
木
で

製
作
し
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
維
新
の
時
代

に
は
、
若
き
志
士
達
が
宿
泊
を
し
た
と

言
う
歴
史
あ
る
旅
館
で
、
老し
に
せ舗

の
風
格

を
感
じ
さ
せ
る
看
板
で
す
。

《
受
賞
理
由
》
相
島
に
あ
る
段
々
畑
で

す
。
島
内
の
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
有

効
利
用
す
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の

で
、
島
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
石
垣
を
築
き
作
ら
れ
た
畑

は
見
事
で
す
。

■
そ
の
他
の
候
補
物
件
（
６
件
）

▽
看
板
部
門　

井
上
商
店
（
東
浜
崎
町
）、

小こ
は
ら原
呉
服
店
（
西
田
町
）、
さ
が
ら
眼
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
今
古
萩
町
）、
道
の
駅
・

萩
往
還
（
椿
）

▽
自
由
部
門　

里
山
整
備
で
山
桜
が
蘇
え

る
（
上
田
万
）、
伏ふ
す
ま馬
山さ
ん
ろ
く麓
春は
る

爛ら
ん
ま
ん
漫
（
高

佐
下
）

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
）

（
佐
々
並
）

（
相
島
）

は
や
し
屋

ス
イ
カ
の
段
々
畑

陸 上

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会

（
10
月
28
〜
30
日 

神
奈
川
県
）

伊藤 梨
り の

乃
（萩西中２年）

100mハードル 1500m

中村 駆
かける

（萩東中２年）
野
の さ き

㟢 菜
な み

美
（田万川中３年）

砲丸投げ 100mハードル

南
の う の

野 智
と も み

美
（萩西中３年）

伊藤 恵
え り

利
（大井中３年）

走り高飛び

ゴルフ

信
夫
杯
争
奪

日
本
大
学
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

（
10
月
25
・
26
日 

千
葉
県
）

山
口
福
祉
文
化
大
学
ゴ
ル
フ
部

［
前
列
左
か
ら
］島
袋
元も
と
あ
き
彰
、徳
山
雄ゆ
う
た大
、

森
本
英ひ
で
あ
き
明
（
以
上
１
年
）、［
後
列
左
か

ら
］山
城
健け
ん

、大
城
康
孝
、下
村
仁じ
ん

（
以

上
２
年
）、辻つ
じ
ま
る丸
翔し
ょ
う
い
ち
一
（
３
年
）、山
本

敬け
い
じ二

監
督

※
大お
お
し
ろ城

康
孝
、徳
山
雄
大
、森
本
英
明

さ
ん
は
「
朝
日
杯
争
奪
日
本
学
生
ゴ
ル

フ
選
手
権
」（
10
月
27
・
28
日
、千
葉
県
）

に
も
出
場

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

決
定
、
10
月
16
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

看
板
部
門

自
由
部
門
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萩
市
美
術
展

萩
市
美
術
展

市長賞
河村恵

けいこ
子さん

無　題
（リトグラフ）

市長賞
田村和

かずき
輝さん

海亀と
海の旅

ま
ち
の
緑
賞

萩
市

　

生
垣
や
庭
木
な
ど
緑
に
よ
る
す
て
き
な

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
な

ど
を
表
彰
す
る
「
ま
ち
の
緑
賞
」
の
受
賞

者
が
、
９
月
22
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

○
佐
々
木
新
一（
椿
）ラ
カ
ン
マ
キ
の
生
垣

○
日
本
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
（
吉
部
上
）

カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
の
生
垣

○
太
田　

稔
（
福
井
下
）
ラ
カ
ン
マ
キ
の

生
垣
、
庭
木
の
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ

○
白
神
英え
い
い
ち
一
（
紫
福
）
石
垣
の
フ
ジ
、
イ

ス
ノ
キ
と
ベ
ニ
カ
ナ
メ
の
生
垣

10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
、
市
民
館
で
「
第
７
回
萩
市
美
術
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
面
、
立
体
、
書
、
写
真
の
４
部
門
に
１
０
３
２
点

の
応
募
が
あ
り
、
10
月
11
日
の
審
査
会
で
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
生
涯
学
習
課
（
２
５
・
３
５
１
１
）

モノクロで落ち着いた作品である。
明暗の分量のバランスが良い

色の調子も落ち着いていて、夢のあ
る楽しい絵である。量感のある力の
入った絵である

河村さん▷「アイスが溶けたり水が流れ
たりする様子をモチーフに、インクを自
由自在に流したりして描きました。それ
をどうやって力強く見せるか考えながら
つくりました」

田村くん▷「浦島太郎のように、自分が
亀の背中に乗って海の中を探検している
ところをイメージして描きました」

佐々木新一（椿）ラカンマキの生垣

■
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）

議長賞：山中香
か お り

緒里さん
「松下村塾」議長賞：岡田泰

やすし

さん「淡青釉鉢」

高校生・一般の部 （応募数：119 点） 小・中学生の部 （応募数：913 点）

講評
講評

市長賞 河村 恵
け い こ

子
（御許町）

平面「無題」

萩市議会議長賞 岡田 泰
やすし

（江向）
立体「淡

たんせい

青釉
ゆうばち

鉢」

萩市教育長賞 原田 洋
よ う こ

子
（椿東）

写真「夜明けの
幻想」

萩美術協会長賞 河村竹
ちくてい

貞（征
ま さ こ

子）
（浜崎町）

書「村
そんじゅく

塾の壁
へき

に
留

りゅうだい

題す」

市長賞 田村 和
か ず き

樹
（明倫小６年）

絵画「海亀と海
の旅」

萩市議会議長賞 山中 香
か お り

緒里
（萩西中１年）

書「松下村塾」

萩市教育長賞 三好 一
かずみち

充
（椿東小６年）

書「創造」

萩美術協会長賞 藤村 なつ
（萩東中３年） 絵画「私の宝」
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山
口
県
警
が
市
内
中
心
部
の
横
断
歩
道

に
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
横
断
歩

道
を
限
ら
れ
た
時
間
内
に
安
全
に
渡
る
た

め
に
、
誘
導
用
道
路
横
断
帯
（
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
）
を
北
浦
地
域
で
初
め
て
設
置

し
ま
し
た
。

　

エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
は
、
横
断
歩
道
の

真
ん
中
に
点
状
突
起
物
を
敷
い
た
も
の

で
、
視
覚
障
が
い
者
団
体
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開

催
ま
で
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
設
置
場
所
（
３
か
所
）

明
倫
小
学
校
前
横
断
歩
道
、
市
民
館
前
横

視
覚
障
害
者
誘
導
用
道
路
横
断
帯

（
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
）を
横
断
歩
道
に
設
置

横断歩道の中央に設置された
エスコートゾーン

　
「
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」
の
老
朽
化

に
伴
い
、
耳
の
不
自
由
な
方
が
補
聴
器
で

明
瞭
に
車
内
放
送
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
「
磁
気
ル
ー
プ
」
機
器
を
装
備
し
た
新

型
車
両
２
台
を
導
入
し
、
10
月
19
日
に
納

萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス

バ
ス
で
は
全
国
初
の
磁
気
ル
ー
プ
を
導
入

車
式
を
行
い
ま
し
た
。
磁
気
ル
ー
プ
は
、

福
祉
施
設
や
劇
場
な
ど
で
設
置
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、バ
ス
内
常
設
は
全
国
初
で
す
。

　

バ
ス
の
乗
降
ド
ア
に
は
、
聴
覚
障
が
い

者
の
た
め
の
「
耳
マ
ー
ク
」
を
表
示
し
、

磁
気
ル
ー
プ
の
設
置
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
バ
ス
停
に
お
け
る
乗
客
数
の

調
査
装
置
も
設
置
し
ま
し
た
。

■
磁
気
ル
ー
プ　

ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る

な
ど
し
て
磁
気
を
発
生
さ
せ
、
補
聴
器
に

直
接
音
声
を
送
り
込
む
た
め
の
装
置
。

　

補
聴
器
や
人
工
内
耳
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
替
え
る
こ
と
で
、
車
内
放
送
や
ア
ナ
ウ

ン
ス
だ
け
を
雑
音
の
少
な
い
ク
リ
ア
な
音

声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
車
両
概
要

▽
小
型
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

▽
定
員
36
人
（
座
席
数
11
）

▽
事
業
費　

３
７
５
６
万
円
（
２
台
分
）

■
問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
10
月
22

〜
24
日
）
の
開
催
を
前
に
、
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
や
大
会
会
場
に
磁
気
ル
ー
プ
を
設

置
す
る
な
ど
、
市
で
は
聴
覚
・
視
覚
障

が
い
者
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
聴
覚
障
害
者
の

部
）
が
開
催
さ
れ
た
市
民
体
育
館
に
も
、

大
会
期
間
中
、
補
聴
器
を
使
用
し
て
い
る

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
た
め
に
磁
気
ル
ー

プ
を
敷
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
席
を
利
用
し
た
聴
覚
障
が
い
の
方

は
、
様
々
な
音
が
交
錯
す
る
中
、
ク
リ
ア

な
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
情
報
保
障
席
が
設
け

ら
れ
、
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

会
場
に
も
磁
気
ル
ー
プ
を
設
置

「クリアな音が聞こえる」と
萩地域聴覚障害者の皆さん

磁気ループ席で声援をおくる皆さん

断
歩
道
、
御
許
町
交
差
点
横
断
歩
道

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（

２
５
・
３
５
２
３
）

障
が
い
者

優
し
い
ま
ち
を

目
指
し
て

に
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新
し
い
人
権
擁
護
委
員
の

紹
介
（
新
任
）

　

萩
市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
10
月
1
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
次
の
方
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
不

当
な
差
別
・
要
求
、
人
権
に
関
わ

る
相
談
、
生
活
上
の
障
害
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

久
保
田
滿ま

ち

こ
知
子
（
椿
、
２
５
・
３

２
５
７
）

電
話
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
ひ
と
つ
と
し
て
、市
役
所
代
表
電

話（
２
５
・
３
１
３
１
）へ
の
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
や
定
型
的
な
手
続
き
の

問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
的
確
、
迅

速
に
答
え
る
た
め
、
担
当
課
へ
転

送
す
る
こ
と
な
く
、直
接
電
話
交
換

手
が
回
答
す
る「
電
話
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
し
た
。

■
交
換
手
で
お
答
え
す
る
こ
と

・イ
ベ
ン
ト
情
報（
日
時
、場
所
な
ど
）

・
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ

と
（
施
設
利
用
の
予
約
は
除
く
）

・
定
型
的
な
手
続
き
の
案
内
（
国

民
健
康
保
険
証
の
再
発
行
な
ど
）

・
観
光
案
内

■
担
当
課
で
お
答
え
す
る
こ
と

・
災
害
に
関
す
る
情
報

・
個
人
情
報
の
確
認
が
必
要
な
事
項

・
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ

る
こ
と

・
ご
相
談
、
ご
意
見
、
苦
情
な
ど

　

な
お
、
市
役
所
の
代
表
電
話
番

号
は
こ
れ
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
直
通
電
話
も
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
２
５
・
３
３
５
９
）

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成
23
年
中
に
、家
屋
を
新
築
、

増
築
ま
た
は
解
体
さ
れ
た
場
合

は
、
調
査
が
必
要
で
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
登
記
の

家
屋
を
売
買
や
相
続
等
を
さ
れ
た

場
合
に
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、賦
課
期
日（
毎

年
１
月
１
日
）
現
在
の
状
況
に
よ

り
課
税
さ
れ
ま
す
。
賦
課
期
日
後

に
売
買
さ
れ
た
場
合
や
、
家
屋
を

解
体
し
た
場
合
で
も
、
賦
課
期
日

時
点
の
所
有
者
に
対
し
て
、
年
税

額
の
全
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

 

（
２
５
・
３
４
８
５
）

成
人
式
に
出
席
さ
れ
る
方
へ

　

９
月
１
日
〜
30
日
で
、43
件
、53

万
円
の
寄
付
の
申
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。

【
１
万
円
】
真ま
な
べ鍋

一は
じ
め、

村
上
昌し
ょ
う
じ

二
、

脇わ
き

直な
お
き基（

以
上
東
京
都
）

※
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
も

の
の
み
掲
載
（
３
件
）。

（
平
成
23
年
度
累
計
３
６
６
件
、

５
０
３
万
５
０
０
０
円
）

　

義
援
金
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

12
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。

◎
現
在
ま
で
の
義
援
金
の
状
況

　
　
　
　
　
　
（
10
月
21
日
現
在
）

５
４
０
３
万
４
２
４
６
円

　

次
の
通
り
支
出
し
ま
し
た
。

•
義
援
金　

４
４
０
２
万
８
３
９

０
円
（
会
津
若
松
市
、高
萩
市
、石

巻
市
、気
仙
沼
市
、全
国
市
長
会
）

•
見
舞
金　

94
万
円
（
８
世
帯
）

•
救
援
物
資　

２
６
９
万
３
７
２

５
円問

い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

東
日
本
大
震
災
に

対
す
る
義
援
金

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
２
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
（
受
付

０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
10
月
１
日
現
在
で
萩
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

②
家
族
が
萩
市
に
居
住
し
、
本
人

は
就
学
や
就
職
な
ど
で
住
所
登
録

ふ
る
さ
と
寄
付

寄
付

を
萩
市
以
外
に
移
し
て
い
る
方

◆
案
内
状
の
送
付

　

10
月
末
に
、
①
の
方
は
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
に
、
②
の
方
は
家

族
の
い
る
萩
市
の
住
所
に
案
内
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
11
月
初
旬

ま
で
に
案
内
状
が
届
か
な
い
方

は
、
11
月
30
日
ま
で
に
文
化
・
生

涯
学
習
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

久保田滿知子
（新任）

•
高
橋
俊
二
郎
さ
ん
（
広
島
県
）

か
ら
、
萩
博
物
館
に
萩
史
蹟
産
業

博
覧
会
日
産
館
写
真
帖

•
山
口
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

（
志
賀
俊
夫
代
表
取
締
役
）
か
ら

市
民
体
育
館
に
車
い
す
２
台

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）
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「
新
清
掃
工
場
」
生
活
環
境

影
響
調
査
報
告
書
を
縦
覧

し
ま
す

　

萩
・
長
門
一
部
事
務
組
合
で
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
生
活
環

境
影
響
調
査
報
告
書
を
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
影
響
調
査
は
、
新
清

掃
工
場
の
建
設
計
画
段
階
で
建
設

地
周
辺
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
地
域
の
生
活
環

境
に
配
慮
し
た
、
き
め
細
か
な
対

策
を
検
証
し
て
施
設
整
備
計
画
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
昨
年
９

月
か
ら
今
年
８
月
末
ま
で
1
年

間
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
施
設
の
設
置
に
関
し
利

害
関
係
を
有
す
る
方
は
、
生
活
環

境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
場
所　

萩
・
長
門
清
掃
一

部
事
務
組
合
事
務
局
（
市
役
所
本

庁
第
３
庁
舎
１
階
）、三
見
出
張
所

■
縦
覧
期
間　

11
月
1
日
〜
30
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
意
見
書
提
出
期
間　

12
月
1
日

〜
14
日

■
生
活
環
境
影
響
調
査
の
項
目

大
気
質
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、

水
質
、
土
壌
、
植
物
、
動
物

■
施
設
概
要　

◦
名
称
（
仮
称
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

回
収
推
進
施
設

◦
場
所　

萩
市
大
字
山
田
字
市
葉

山
２
４
０
６
ほ
か

◦
施
設
の
種
類　

一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
（
焼
却
施
設
）

◦
施
設
で
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物

の
種
類　

生
ご
み
、
紙
ご
み
等
の

可
燃
ご
み

◦
施
設
の
能
力　

１
０
４
ト
ン

（
ス
ト
ー
カ
炉
２
基
で
１
日
当
た
り
）

問
い
合
わ
せ　

萩
・
長
門
清
掃
一
部
事
務
組
合
事

務
局 

（
２
４
・
５
３
４
９
）

萩
税
務
署
「
年
末
調
整
説

明
会
」

　

源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
平

成
23
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

①
■
と
き　

11
月
17
日
（
木
）
午

前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

田
万
川
総
合
事
務
所

②
■
と
き　

11
月
18
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

※
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日

〜
17
日
）
の
期
間
中
、
萩
税
務
署

管
内
の
児
童
・
生
徒
の
税
に
関
す

る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。　

①
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜
10
日

（
木
）
ア
ト
ラ
ス
萩
、②
12
日
（
土
）

〜
13
日
（
日
）
市
民
館
、
③
14
日

（
月
）〜
17
日（
木
）市
役
所
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ　

萩
税
務
署
総
務
課

 

（
２
２
・
０
９
０
０
）

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に

は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

※
受
付
期
間
は
11
月
１
日
〜
３
月

15
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
年
金
事
務
所 （
２
４・２
１
５
８
）

年
金
受
給
者
の
方
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ
れ

◆
４
つ
の
対
策

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
。

⑤
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
。

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。

⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
消
防
団
員
に
よ
る
防
火
訪
問

　

火
災
予
防
運
動
期
間
に
併
せ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

等
確
認
の
た
め
、地
域
の
消
防
団
員

が
、各
家
庭
に
防
火
訪
問
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

 

（
２
５
・
２
７
９
８
）

　

萩
市
管
内
で
は
今
年
１
月
か
ら

９
月
末
ま
で
に
、
24
件
の
火
災
が

発
生
し
て
お
り
、
昨
年
の
同
時
期

よ
り
、
４
件
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
火
災
予
防
の
意
識

を
高
め
、
火
の
用
心
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

◆
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日 

〜 

15
日

住
宅
防
火　

命
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
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納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

◦
国
民
健
康
保
険
料

◦
介
護
保
険
料

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
納
期
限　

11
月
30
日
（
水
）

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

11
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

ま
せ
ん
）。

　

65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

万
円
以
上
、
ま
た
は
65
歳
以
上
で

年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上
の
課

税
対
象
者
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る

扶
養
親
族
等
申
告
書
を
12
月
１
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
の

受
給
年
金
に
係
る
所
得
税
の
源
泉

徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。
提
出

を
忘
れ
た
場
合
、
各
種
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

税
額
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
年
金
事
務
所（
２
４
・２
１
５
８
）

自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害

者
の
方
へ

○
萩
市
交
通
遺
児
等
支
援
金

　

市
で
は
、
交
通
遺
児
等
の
健
全

育
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
支
援

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者　

10
月
１
日
現

在
、市
内
に
住
所
の
あ
る
18
歳
（
年

度
末
ま
で
に
到
達
す
る
者
を
含
む
）

ま
で
の
交
通
遺
児
等
を
監
護
す
る

保
護
者

※
交
通
遺
児
等
と
は
、
交
通
事
故

に
よ
り
父
母
ま
た
は
児
童
を
監
護

し
て
い
た
方
が
、
死
亡
ま
た
は
重

度
後
遺
障
が
い
者
と
な
っ
た
方
を

い
い
ま
す
。

■
支
援
金
の
額　
（
１
人
に
つ
き
）

年
額
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所
市
民

窓
口
部
門
備
え
付
け
の
申
請
書
を

提
出

※
重
度
後
遺
障
が
い
と
な
ら
れ
た

方
は
、
証
明
書
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

子
育
て
支
援
課
母
子
福
祉
係

 

（
２
５
・
３
５
３
６
）

○
自
動
車
事
故
対
策
機
構
が
行
う

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
・

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支
給

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
死
亡
や

重
度
の
後
遺
障
が
い
を
持
つ
親
の

子
（
中
学
生
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
無
利
子

の
育
成
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■
貸
付
金
額
（
１
人
に
つ
き
）

初
回
一
時
金
15
万
５
０
０
０
円
、

毎
月
２
万
円
、
入
学
支
度
金
（
希

望
者
）
４
万
４
０
０
０
円

■
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

◆
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支

給
　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、重
度
の
後
遺
障
が
い
が
残
り
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
状
態
の
方
へ
支
給
し
ま
す
。

■
介
護
料　

月
額
２
万
９
２
９
０

円
〜
13
万
６
８
８
０
円

問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
４
１
９
）

市
役
所
嘱
託
職
員（
福
祉
課
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
場
所　

萩
市
役
所
福
祉
課

■
資
格
等　

障
が
い
者
手
帳
所
持

者■
勤
務
内
容　

シ
ス
テ
ム
へ
の
入

力
作
業
・
自
立
支
援
医
療
、
重
度

障
が
い
者
福
祉
医
療
、
そ
の
他
事

務
処
理
に
係
る
補
助

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
予
定
賃
金　

14
万
６
５
０
０
円

■
選
考
方
法　

書
類
選
考

■
雇
用
期
間　

平
成
24
年
１
月
１

日
〜
３
月
31
日（
更
新
予
定
あ
り
）

■
応
募
方
法　

11
月
25
日
ま
で

に
、
市
販
の
履
歴
書
に
資
格
・
手

帳
の
写
し
を
添
付
し
、
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
へ
郵
送
（
必
着
）
ま

た
は
持
参

申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係（
２
５
・
３
５

２
３
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

○
子
育
て
誕
生
会

■
と 

き　

11
月
18
日
（
金
）
午

前
10
時
〜
11
時

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園
（
恵

美
須
町
）

■
内
容　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト

■
対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

11
月
14
日
ま
で
に
、
萩
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
２
・
４
４
８

８
）

萩
大
島
魚
釣
り
大
会

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
大
島
港
防
波
堤

■
定
期
船
発
着
時
間

◦
萩
発
▽
午
前
８
時
10
分

◦
大
島
発
▽
午
後
４
時

■
対
象
者　

釣
り
を
楽
し
む
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料　

一
般
３
０
０
０
円
、

中
学
生
２
０
０
０
円
、
小
学
生
以

下
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
・

乗
船
券
代
を
含
む
）

■
定
員　

約
１
０
０
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

11
月
18
日
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
大
島
公
民
館
へ
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
郵
送

■
主
催　

萩
大
島
を
愛
す
る
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
０
０
０
３　

萩
市
大

島
１
０
５
番
地　

大
島
公
民
館

（
２
８
・
０
５
９
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
・

１
５
６
９
）
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平
成
24
年
度 

萩
景
観
賞
の

候
補

　

市
で
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化

と
調
和
し
、
潤
い
の
あ
る
景
観
形

成
に
寄
与
す
る
建
築
物
や
ま
ち

な
み
等
を
募
集
し
、「
萩
景
観
賞
」

と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ

ん
に
萩
の
景
観
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
募
集
期
間
を
更

に
１
か
月
長
く
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
個
別
部
門
の
テ
ー
マ

は
、「
樹
木
」
で
す
。
ま
た
、
テ
ー

マ
以
外
の
も
の
を
「
自
由
部
門
」

と
し
て
募
集
し
ま
す
。

◆
樹
木
部
門

◦
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
、
萩
市

の
景
観
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も

の◦
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

【
例
】
四
季
折
々
の
景
観
を
作
り

出
す
樹
木
・
樹
林
、
一
年
を
通
し

て
周
辺
と
調
和
し
た
景
観
を
作
り

出
す
樹
木
・
樹
林
、
神
社
や
寺
院

に
あ
る
樹
木
・
樹
林
、
住
宅
の
庭

木
や
生
垣
な
ど

◆
自
由
部
門

◦
美
し
く
残
し
た
い
と
思
わ
せ
る

萩
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
形
成
し

て
い
る
建
築
物
・
工
作
物
・
ま
ち

な
み
な
ど

■
募
集
期
間　

11
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
24
年
６
月
30
日
（
土
）

■
応
募
方
法　

都
市
計
画
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

備
え
付
け
の
応
募
票
ま
た
は
任
意

の
用
紙
に
候
補
物
件
の
名
称
、
所

在
地
、
部
門
、
応
募
（
推
薦
）
理

由
、応
募
者
（
推
薦
者
）
の
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
写

真
（
２
枚
以
上
）
を
添
付
の
う
え

持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
メ
ー
ル

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
票
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
審
査　

市
民
投
票
と
景
観
審
議

会
に
お
い
て
審
査
。
平
成
24
年
８

月
（
予
定
）
に
候
補
物
件
の
写
真

を
展
示
し
、
市
の
施
設
や
道
の
駅

等
の
投
票
所
、
ま
た
は
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
投
票
を
受
け
付
け
ま

す
。

■
表
彰　

平
成
24
年
10
月（
予
定
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
、

tosikei@
city.hagi.lg.jp

）

県
民
公
開
講
座

　

健
康
づ
く
り
に
と
っ
て
「
お
口

の
健
康
」
は
と
て
も
大
事
で
す
。

口
の
健
康
保
持
・
増
進
に
努
め
、

健
康
で
豊
か
な
人
生
を
お
く
る
素

晴
ら
し
さ
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題
「
よ
り
良
く
食
べ
よ
う
！

よ
り
良
く
生
き
よ
う
！
〜
豊
か
な

人
生
は
健
康
な
お
口
か
ら
〜
」

■
講
師　

大
橋
た
み
え
（
朝
日
大

学
歯
学
部
口
腔
感
染
医
療
学
講

座
・
准
教
授
）

主
催
・
申
し
込
み　

山
口
県
保
険
医
協
会

（
０
８
３
・
９
７
３
・
９
６
３
０
）

Ａ
Ｄ
Ｒ
市
民
公
開
講
座

　

友
人
、
近
隣
な
ど
と
の
身
近
な

民
事
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
裁
判
に
よ

ら
な
い
で
、
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
を
図
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争

解
決
）
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
、
市
民
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

住宅名 住宅種別 募集戸数 単身
入居 入居階 構造 間取り 家　賃 駐車場

使用料
金谷（萩） 公営 １ × ３階 耐火４階 ３DK 17,700〜26,400円 1,000円

堂河内（川上） 公営 １ × １階 木造２階 3LDK 17,000〜25,900円 無料

三明（田万川） 一般 １ ○ １階 木造 2DK 30,000円 無料

本町上（須佐） 公営 １ × １階 木造 3LDK 20,200〜30,000円 1,000円

桜（福栄） 特公賃 １ × １階 木造 3DK 28,000〜43,000円 無料

■住宅名、家賃等

■
入
居
時
期　

１
月
中
旬
以
降

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

（
区
分
に
よ
っ
て
基
準
が
異
な
り

ま
す
）

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る

⑤
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
募
集
期
間　

11
月
１
日
（
火
）

〜
11
日
（
金
）

■
申
込
方
法　

建
築
課
お
よ
び
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え

付
け
の
入
居
申
請
書
を
提
出

※
公
営
＝
政
令
月
収
15
万
８
０
０

０
円
以
下

※
一
般
＝
収
入
制
限
な
し

※
特
公
賃
＝
政
令
月
収
15
万
８
０

０
０
円
以
上

申
し
込
み　

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
建

築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）、
各
総

合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

市
営
住
宅
入
居
者

募集
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１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
司
法
書
士
会
調
停
セ
ン

タ
ー
（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
２
２

０
）

地
震
・
火
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
地
震
火
災
か
ら
文
化
財
を
守

る
協
議
会
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
災
害
か

ら
文
化
財
を
守
る
会
」
で
は
、
伝

統
あ
る
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、「
わ
た
し
の
心
に
は
山

口
が
あ
り
ま
す
〜
い
ま
、
わ
た
し

達
の
文
化
財
に
つ
い
て
考
え
る

〜
」
を
テ
ー
マ
に
文
化
財
の
災

害
被
害
防
止
に
つ
い
て
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
26
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

カ
リ
エ
ン
テ
山
口

（
山
口
市
、
県
婦
人
教
育
文
化
会

館
）

■
内
容　

○
基
調
講
演

■
演
題
「
防
災
文
化
の
定
着
に
向

け
て
」

■
講
師　

二
井
関
成
（
山
口
県
知

事
）　

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
テ
ー
マ　
「
わ
が
ま
ち
の
文
化

財
防
災
は
大
丈
夫
で
す
か
？
」

■
パ
ネ
リ
ス
ト  

野
村
興
兒
（
萩

市
長
）
ほ
か
４
人

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

11
月
18
日
ま
で
に
、
地
震
火
災
か

ら
文
化
財
を
守
る
協
議
会（
０
６
・

６
２
０
６
・
６
０
７
１
）
へ

※
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

萩
・
維
新
塾

H
A

G
Innovation

「
論
」

報
告
会

　

今
年
の
萩
・
維
新
塾
は
、
㈱
リ

バ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力

に
よ
り
、
萩
の
若
者
の
ま
ち
づ
く

り
参
加
を
目
標
に
５
月
か
ら
活
動

を
始
め
ま
し
た
。

　

最
終
の
12
月
は
、
塾
生
に
よ
る

活
動
報
告
や
萩
の
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
を
行
う
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
伊
勢
谷
友
介
さ
ん

と
龜か
め
い
し石
太た
か
ま
さ

夏
匡
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

○H

ハ

ギ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

A
G

Innovation

「
論
」
報

告
会

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

〇
伊
勢
谷
友
介
＆
龜か
め
い
し石
太た
か
ま
さ

夏
匡

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■
と
き　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

午
後
４
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
演
題
「
萩
か
ら
日
本
を
変
え

る
！
」

■
講
師　

伊
勢
谷
友
介
（
リ
バ
ー

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）、
龜
石

太
夏
匡
（
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
副
代
表
）

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
伊
勢
谷
友
介　

１
９
７
６
年
生

ま
れ
。
俳
優
、監
督
と
し
て
活
躍
。

２
０
０
９
年
に
リ
バ
ー
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
、
代
表
を
務
め

る
。

◆
龜
石
太
夏
匡　

１
９
７
１
年
生

ま
れ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
活
躍

の
ほ
か
映
画
の
脚
本
も
手
が
け

る
。
リ
バ
ー
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

副
代
表
を
務
め
る
。

■
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

市
役
所

総
合
案
内
、
萩
博
物
館
、
市
民
館
・

各
公
民
館
ほ
か

問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内

萩
・
維
新
塾
実
行
委
員
会
事
務
局

（
２
２
・
６
４
５
０
）

企画展 萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

11
月
20
日（
日
）ま
で

④
高
杉
晋
作
の
写
真

　

高
杉
晋
作
の
写
真
は
２
種
あ

る
。
ひ
と
つ
は
伊
藤
俊し
ゅ
ん
す
け

輔
（
博

文
）・
三み
た
に谷
国く
に
ま
つ
松
と
共
に
写
る
も

の
。
も
う
ひ
と
つ
は
断
髪
、
着
流

し
で
、
１
人
で
椅
子
に
腰
掛
け
、

長
刀
を
握
る
も
の
。
い
ず
れ
も
、

長
崎
の
上
野
彦ひ
こ
ま馬

の
写
真
ス
タ
ジ

オ
で
撮
影
さ
れ
た
。

　

１
人
の
方
は
慶
応
２
年
（
１

８
６
６
）
３
月
下
旬
か
ら
５
月
上

旬
ま
で
、
長
崎
に
滞
在
し
た
際
写

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
も
よ
く

知
ら
れ
る
「
晋
作
像
」
だ
。
髪
形

が
西
洋
人
の
よ
う
な
七
三
分
け
な

の
は
、
こ
の
後
、（
中
止
に
な
る

の
だ
が
）
洋
行
計
画
が
あ
っ
た
か

ら
だ
ろ
う
。

　

晋
作
自
身
も
こ
の
写
真
は
気
に

入
っ
た
よ
う
で
、
長
崎
か
ら
親
し

い
者
に
送
っ
て
い
る
。
妻
マ
サ
に

は
「
此
の
度
は
し
や
し
ん
の
み
送

り
申
し
候
。
委
細
後
便
に
申
し
遣

わ
す
べ
く
候
」
と
の
添
状
を
つ
け

て
、
愛
人
う4

の4

に
も
手
紙
で
風
邪

を
引
く
な
、
し
ん
ぼ
う
せ
よ
な
ど

と
注
意
し
な
が
ら
、「
し
や
し
ん

お
く
り
候
間
、
御
請
け
取
り
下
さ

る
べ
く
候
」。
ほ
か
に
、
同
志
で

土
佐
脱
藩
の
田
中
光み
つ
あ
き

顕
に
与
え
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
（
約
30
分
）

◆
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

◎
開
館
７
周
年
記
念
講
演
会

「
幕
末
・
明
治
の
肖
像
写
真
〜
お

し
ろ
い
を
塗
っ
た
高
杉
晋
作
〜
」

■
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
講
師　

井
い
ざ
く
ら桜

直な
お
み美

（
日
本
カ
メ

ラ
博
物
館
、
古
写
真
研
究
家
）

■
定
員　

80
人
（
先
着
）

高
杉
晋
作
（
28
歳
）

幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景

︱
藩
都
萩
に
眠
る
古
写
真
か
ら
︱
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甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取

得
講
習
会

■
と
き　

11
月
29
日
（
火
）
〜
30

日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

（
30
日
は
正
午
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

消
防
本
部

■
対
象
者　

防
火
管
理
者
の
選
任

が
必
要
な
防
火
対
象
物
で
防
火
管

理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行

で
き
る
管
理
、
監
督
的
な
立
場
に

あ
る
方

■
受
講
料　

３
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

11
月
９
日
〜
22
日

■
申
込
方
法　

消
防
本
部
備
え
付

け
の
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み

消
防
本
部
予
防
課

 

（
２
５
・
２
７
９
８
）

人
権
・
行
政
・
公
証
相
談

■
と
き　

11
月
８
日（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

境
界
線
問
題
、い
じ
め
・

体
罰
の
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
国
・
県
・
市
へ
の

要
望
、
苦
情
、
遺
言
、
離
婚
等

※
受
付
は
会
場
で
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

 

（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
（
多
重
債
務
）

無
料
法
律
相
談
会
・
心
の

健
康
相
談
会

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士　

榎
木
貴た
か
ゆ
き之

※
心
の
健
康
相
談
は
市
内
の
臨
床

心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
４
人
、
１
人
30
分
）

※
事
前
予
約
制
（
当
日
受
付
可
）

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

■
と
き　

11
月
16
日（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁

■
弁
護
士　

山
口
正ま
さ
の
ぶ之

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方
（
先

着
12
人
、
１
人
20
分
）

※
事
前
予
約
制
（
11
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
）

主
催
・
申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

 

（
２
５
・
３
３
７
３
）

結
婚
相
談
所

■
と
き　

11
月
１
日
（
火
）、
４

日（
金
）、８
日（
火
）、11
日（
金
）、

12
日
（
土
）、
15
日
（
火
）、
18
日

（
金
）、
22
日
（
火
）、
25
日
（
金
）、

29
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
別
館

２
階

■
相
談
員　

専
門
の
結
婚
相
談
員

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
独
身
男
女

※
事
前
に
電
話
で
相
談
日
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

結
婚
相
談
所
（
２
５
・
３
４
２
１
）

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
相
談
会

■
と
き　

11
月
16
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

自
立
促
進
の
た
め
の
就

業
、
子
育
て
相
談
等

■
相
談
員　

母
子
自
立
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
策
定
員

■
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

萩
も
の
が
た
り

　

歴
史
の
道「
萩
往
還
」「
石
せ
き
し
ゅ
う州

街
道
」「
赤あ
か
ま
が
せ
き

間
関
街
道
」
の
起

点
と
な
っ
て
い
た
城
下
町
萩
。

　

近
年
、
江
戸
時
代
の
絵
図
を
手

に
し
た
古
い
町
並
み
や
歴
史
の
道

の
散
策
が
人
気
を
呼
ぶ
な
か
、
萩

藩
絵
図
方
が
作
製
し
た
美
麗
な
街

道
絵
図
「
行こ
う
て
い
き

程
記
」
と
「
御お
く
に
ま
わ
り

国
廻

御お
ん
こ
う
て
い
き

行
程
記
」
を
も
と
に
、
萩
市
域

の
歴
史
の
道
を
豊
富
な
図
版
で

紹
介
し
ま
す
。
特
に
、「
萩
往
還
」

は
ル
ー
ト
全
域
を
収
録
。
歴
史
の

道
フ
ァ
ン
必
携
の
一
冊
で
す
。

一
般
社
団
法
人
「
萩
も
の
が
た
り
」
で
は
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー

ズ
「
萩
も
の
が
た
り
」
を
定
期
的
（
４
・
10
月
）
に
出
版
し
て
い
ま
す
。

６
０
０
円

山
田
稔

（
山
口
県
文
書
館
専
門
研
究
員
）

「
萩
の
郷
土
料
理
・

家
庭
料
理
」

　

海
の
幸
・
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た

萩
地
域
で
は
、
ち
し
ゃ
な
ま
す
・

の
っ
ぺ
い
・
い
と
こ
煮
・
蕪か
ぶ

雑
煮
・

金
銀
豆
腐
な
ど
、
萩
城
下
の
武
家

や
町
民
に
親
し
ま
れ
た
料
理
が
有

名
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
庶

民
が
古
く
か
ら
受
け
継
ぎ
守
り
続

け
て
き
た
郷
土
料
理
・
家
庭
料
理

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
そ
の
土
地
の
旬
の

食
材
を
活
か
し
た
秀
逸
な
一
品
、

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
「
も
の
が
た

り
」
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
販
売
所　

市
役
所
総
合
案
内
、

明
屋
書
店
、萩
博
物
館
、萩
市
観
光

協
会
、
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

等■
郵
送
で
の
購
入　

萩
も
の
が
た

り
事
務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

広
報
課
内
萩
も
の
が
た
り
事
務

局
（
２
５
・
３
２
３
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
５
４
５
８
）

５
０
０
円

中
澤
さ
か
な

（
萩
し
ー
ま
ー
と
駅
長
）

「
絵
図
で
見
る
萩
の
街
道
」

ー
萩
往
還
・
石
州
街
道
・

赤
間
関
街
道
ー
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母
お
よ
び
寡
婦

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
２
３
・
２
４
９
０
）

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
児
童
虐
待
件
数
は
全

国
的
に
増
加
し
て
お
り
、
防
止
す

る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
全
体
で

虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
早

期
発
見
・
対
応
が
重
要
で
す
。

■
相
談
先　

家
庭
児
童
相
談
室
ま

た
は
児
童
相
談
所

■
相
談
例　

子
ど
も
が
長
時
間
泣

い
て
い
る
、
夜
一
人
で
外
に
出
さ

れ
て
い
る
、
体
や
服
が
汚
れ
て
い

る
な
ど

※
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

家
庭
児
童
相
談
室（
２
５
・
３
５
３

６
）、児
童
相
談
所（
２
２
・
１
１
５

０
）

阿
武
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
高
島
北
海
展
」

　

高
島
北
海
没
後
80
年
を
記
念
し

て
、
高
島
北
海
が
描
い
た
掛
け
軸

や
長
門
峡
の
整
備
に
尽
し
た
業
績

を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
１
日
（
火
）
〜
13

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分
（
月
曜
日
休
館
）

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
歴
史
民
俗
資

料
館（
阿
武
川
ダ
ム
１
５
０
m
先
）

■
内
容　

掛
け
軸
７
点
、
長
門
峡

鳥ち
ょ
う
か
ん瞰
図
パ
ネ
ル
、
高
島
北
海
写

真
パ
ネ
ル
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

阿
武
川
歴
史
民
俗
資
料
館

 
（
５
４
・
２
０
２
４
）

長
門
峡
も
み
じ
ま
つ
り

　

11
月
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開

け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

長
門
峡
竜
宮
淵
駐
車

場■
内
容　

特
産
品
等
の
販
売
、
阿

武
総
連
太
鼓
、
も
ち
ま
き

主
催
・
問
い
合
わ
せ

長
門
峡
も
み
じ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
５
４
・
２
９
８
８
）
山
下

江
崎
漁
業
さ
か
な
祭

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

■
内
容　

イ
ワ
シ
の
煮
う
り
無
料

配
布
、
お
刺
身
試
食
コ
ー
ナ
ー
、

鮮
魚
即
売
会
、マ
グ
ロ
解
体
即
売
、

も
ち
ま
き
、
サ
ザ
エ
め
し
・
お
ま

ん
ず
し
・
イ
カ
め
し
の
販
売
等

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
江
崎
支
店

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
２
１
）

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
巡

回
展
「
発
掘
さ
れ
た
山
口
」

　

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
は
、
平
成
21
年
度
に
県
内
で
発

掘
調
査
し
た
出
土
品
の
公
開
展
示

を
行
い
ま
す
。

　

萩
・
三
隅
道
路
建
設
に
伴
い
、

調
査
が
実
施
さ
れ
た
椿
遺
跡
（
江

戸
時
代
）
ほ
か
、
県
内
３
か
所
の

遺
跡
の
出
土
品
が
一
堂
に
集
ま
り

ま
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

〜
平
成
24
年
1
月
27
日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
（
無
料
ゾ
ー
ン
）

■
主
催　

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課（

２
５
・
３
６
５
４
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
☎
２
４
・
２
４
０
０

開
館
15
周
年
記
念

浮
世
絵
名
品
３
０
０
選

11
月
27
日（
日
）ま
で

　

喜
多
川
歌う

た
ま
ろ

麿
、
東
洲
斎
写し
ゃ
ら
く

楽
、

歌
川
広ひ
ろ
し
げ
重
、
葛
飾
北ほ
く
さ
い斎
等
の
浮
世

絵
名
品
を
前
期
、
後
期（
11
月
１
日

〜
27
日
）に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

◎
陶
芸
館（
11
月
27
日（
日
）ま
で
）

•
オ
ブ
ジ
ェ
ー
陶
造
形
の
潜
勢

力
ー

•
藤ふ
じ
か
さ笠
砂さ

と

こ
都
子
展 

現
在
形
の
陶

芸 
萩
大
賞
２
０
１
０  

萩
大
賞

受
賞
者
展　

◆
寄
り
道
し
て
で
も
行
き
た
い

私
の
２
つ
星

　

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
が
ミ

シ
ュ
ラ
ン・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
に

２
つ
星
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、11
月
１
日（
火
）か
ら
13
日

（
日
）ま
で
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
美
術
館
ス
タ
ッ
フ
お
薦
め
の
萩

の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

◎
教
育
・
文
化
週
間
（
11
月
１
日

〜
６
日
）　

期
間
中
は
、
普
通
展

示
無
料
。
３
日
（
木
・
祝
）
は
、

特
別
展
示
・
普
通
展
示
と
も
に
無

料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

東洲斎写楽「三代目瀬
せ が わ

川
菊
きくのじょう

之丞の田辺文
ぶんぞう

蔵妻お
しづ」（後期）

萩
博
物
館
開
館
７
周
年
協

賛
イ
ベ
ン
ト

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

で
は
、
11
月
11
日
の
開
館
７
周
年

に
協
賛
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

11
月
11
日
（
金
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
芸
サ
ポ
ー
ト

古
写
真
班
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
上
映

会
、
レ
コ
ー
ド
ミ
ニ
演
奏
会

※
シ
ョ
ッ
プ
で
は
商
品
を
購
入
さ

れ
た
方
50
人
限
定
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

絵
ハ
ガ
キ
と
し
お
り
を
贈
呈
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
展
示
室
入
場
者
先

着
１
０
０
人
に
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
を

１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

 

（
２
５
・
３
１
７
７
）
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■
内
容　

書
画
、
写
真
な
ど
手
作

り
作
品
の
発
表
会

○
萩
中
央
高
齢
者
教
室
作
品
展

■
と
き　

12
月
１
日
（
木
）
〜
４

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

書
道
・
園
芸
・
俳
句
・

絵
手
紙
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

　

日
本
有
数
の
好
漁
場
で
あ
る
見

島
沖
で
漁
業
者
と
遊
漁
者
が
秩
序

あ
る
漁
場
利
用
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
第
14
回
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
も
俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
が

参
加
予
定
で
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
〜
25

日
（
金
）
午
前
７
時
〜
午
後
３
時

※
海
の
状
況
に
よ
り
中
止
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

見
島
沖
周
辺
海
域

■
前
夜
祭　

11
月
18
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
〜
見
島
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

ル
ー
ラ
ル
３
１
５
・
３
７
６

フ
ェ
ス
タ

　

各
地
域
の
特
産
品
を
通
し
て
、

生
産
者
と
消
費
者
が
相
互
交
流
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

11
月
12
日
（
土
）、
13

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時

■
と
こ
ろ
・
内
容

○
道
の
駅
・
う
り
坊
の
郷K

ata
m

ata

（
12
日
の
み
）
▽
特
設
新

鮮
野
菜
市
、
う
り
坊
寿
司
・
イ
ノ

シ
シ
汁
・
イ
ノ
シ
シ
焼
肉
・
た
い

や
き
・
う
ど
ん
・
炊
き
込
み
ご
飯

等
の
販
売

《
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
》

12
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
〜　

式
典
、む
つ
み
神
楽
舞
、も
ち
ま
き

○
道
の
駅
・
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま

が
わ
（
13
日
の
み
）
▽
日
曜
朝
市
、

手
作
り
弁
当
・
鮮
魚
・
杵
つ
き
も

ち
等
販
売

○
る
〜
ら
る
シ
ョ
ッ
プ
３
１
５
▽

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
・
須
佐
漬（
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
粕
漬
け
）・
赤
米
・

弥
富
産
そ
ば
粉
・
加
工
品
・
焼
ま

ん
じ
ゅ
う
・
旬
の
野
菜
等
の
販
売

○
須
佐
赤
米
フ
ェ
ス
タ

■
と
き　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
大
橋
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
（
国
道
３
１
５
号
須
佐

大
橋
の
北
休
憩
所
）

■
内
容　

特
産
品
販
売
（
赤
米

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
赤
米
ラ
ス

ク
な
ど
）、
須
佐
焼
ろ
く
ろ
体
験
、

赤
米
リ
ー
ス
作
り
体
験
、餅
ま
き
、

福
引
き
な
ど

※
国
道
３
１
５
・
３
７
６
号
沿
線

の
各
朝
市
・
直
売
所
で
も
、
特
産

品
の
販
売
等
を
行
い
ま
す
。

■
主
催　

ル
ー
ラ
ル
３
１
５
・
３

７
６
フ
ェ
ス
タ
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ　

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
１
）

中
央
公
民
館
舞
台
発
表
会
・

合
同
作
品
発
表
会
・
高
齢

者
教
室
作
品
展

○
舞
台
発
表
会

■
と
き　

11
月
13
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

歌
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
、

楽
器
演
奏
な
ど
の
舞
台
発
表
会

○
合
同
作
品
発
表
会

■
と
き　

11
月
25
日
（
金
）
〜
27

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

阿
武
川
流
域
森も

り林
だ
く
さ

ん
ま
つ
り
２
０
１
１

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

森
の
館
萩（
福
井
下
、

阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

○
む
つ
み
ふ
る
さ
と
ま
つ

り■
と
き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
B
＆
G
海
洋

セ
ン
タ
ー
前
庭

■
内
容　

む
つ
み
の
野
菜
、
農
産

加
工
品
・
特
産
品
の
販
売
、
ジ
ャ

ン
ボ
猪
鍋
、
イ
ノ
シ
シ
の
焼
肉
、

米
の
す
く
い
ど
り
、
む
つ
み
神
楽

舞
、
福
引
き
、
も
ち
ま
き
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ 

む
つ
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
１

１
）

○
明
木
地
区
農
業
文
化
祭

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
野
菜
の
即
売
、
魚
の
つ
か
み

ど
り
、
餅
ま
き
等

■
主
催　

明
木
地
区
農
業
文
化
祭

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

明
木
公
民
館
（
５
５
・
０
０
０
１
）

○
萩
往
還
さ
さ
な
み
お
い

で
ん
祭

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

旭
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
佐
々

並
支
所
前

■
内
容　

生
涯
学
習
発
表
会
、
重

伝
建
探
訪
、
バ
ザ
ー
、
野
菜
の
即

売
、
餅
ま
き
、
し
し
鍋
無
料
サ
ー

ビ
ス
等

■
主
催　

萩
往
還
さ
さ
な
み
お
い

で
ん
祭
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

佐
々
並
公
民
館（

５
６
・
０
０
０
８
）

地
域
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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■工事期間　11月上旬〜平成24年２月中旬
　　　　　　午前８時 30 分〜午後５時
　　　　　　（夜間、日曜日、年末年始を除く）
■規制内容　車両通行止め
　　　　　　（歩行者、自転車は通行可）
※規制区間は順次移動しますので、工事看板
および誘導員の指示に従ってください。
　 問い合わせ　下水道建設課（２５・４６５１）

会
、
イ
ガ
栗
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
、
椎
茸
駒
打
ち
、

丸
太
早
積
み
競
争
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

※
各
地
域
の
特
産
品
販
売
、
軽
食

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連

絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ　

萩
農
林
事
務
所
森
林
部

（
２
２
・
３
３
６
６
）

萩
総
ま
つ
り

　

萩
総
合
支
援
学
校
生
徒
の
学
習

発
表
の
場
と
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
目
的
に
第
30
回
萩
総
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
総
合
支
援
学
校

■
内
容　

児
童
・
生
徒
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
作
品
展
示
、
育
友
会
バ

ザ
ー
、
食
堂
、
喫
茶
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
総
合
支
援
学
校
（
２
５
・
７
２

８
０
）
上
田
・
三
好

萩
わ
ん
ぱ
く
広
場
・
み
ん

な
集
ま
れ
子
育
て
ま
つ
り

　

今
年
は
、
県
の
子
育
て
支
援
イ

ベ
ン
ト
「
子
育
て
文
化
創
造
フ
ェ

ス
タ
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

遊
び
や
体
験
活
動
な
ど
、
子
ど

も
同
士
や
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○猿の惑星〜創世記 ジェネシス〜

○ピラニア３D
○コクリコ坂から　　　　
○ライフ〜いのちをつなぐ物語〜

10/7〜ロードショー
　　　10/22〜11/11
　　　　　　10/29〜

　　
11/12〜12/9

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

ら
楽
し
く
遊
び
の
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

11
月
20
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
、
児
童
館
、

中
央
公
園
芝
生
広
場

■
内
容

○
市
民
館　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
表
彰
、
音
楽
と
ダ
ン
ス

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ゾ
リ
ス

テ
ン
・
ド
ラ
イ
エ
ッ
ク
」、「
ゆ
か

い
な
音
楽
隊
」、
萩
光
塩
学
院
高

等
学
校
書
道
部
の
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
人
形
劇
、
手
作
り
お
や

つ
、
手
形
・
足
形
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
な
ど

○
児
童
館　

人
形
劇
、
工
作
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
作
り
な
ど

○
中
央
公
園
芝
生
広
場　

ペ
ン
ギ

ン
ド
ー
ム
、
む
か
し
の
遊
び
、
も

の
づ
く
り
（
竹
馬
、
竹
細
工
な

ど
各
種
工
作
）、
シ
ャ
ボ
ン
玉
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
自
転
車
お
そ

乗
り
競
争
、
白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー

等
の
展
示
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
一
部
行
事
が

中
止
と
な
り
ま
す
。

■
主
催　

子
育
て
文
化
創
造
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

 

（
２
５
・
３
５
３
６
）

萩
も
の
し
り
博
士
検
定

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

※
「
子
ど
も
も
の
し
り
博
士
」
は
、

須
佐
公
民
館
、
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
も
受
検
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
11
日
ま
で

に
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
２
・
６
４
５
０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・

３
１
４
２
）

　整備中の無田ケ原地区は工事区間を延長
し、工事期間を 11 月末から来年１月まで延
長します。長期にわたりご迷惑をおかけしま
すが、ご協力よろしくお願いします。
■工事期間　平成 24 年１月末まで
■規制内容　車両片側交互通行

■下水道工事（無田ヶ原地区）

登城歯科
医院

小林自動車
整備工場

通行規制にご協力を！

ナフコ●

市内

●
ザ・ビッグ

●梅林園

旧有料道路

萩・三隅道路（山陰道）

椿

県
道
萩
秋
芳
線

●中国電力㈱萩営業所●中国電力㈱萩営業所

止

市道大屋木間線

■下水道工事（椿地区）



　

市報HAGI●2011（平成23）年11月１日号 20

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

3㊍ 　高体連柔道秋季長北大会　　　　9:00〜萩武道館

5㊏ 　山口県体育大会卓球競技（高校の部、〜7日）
10:00〜市民体育館

10㊍
　萩ブロック親善ゲートボール大会

9:00〜萩甲子園球場
　萩阿武中学校ロードレース大会

8:40〜萩スポーツ広場
12㊏ 　中国5県都市対抗軟式野球大会ブロック予選会

　（〜13日）　　　　　　　　　8:00〜萩スタジアム
13㊐ 　田万川地域 スポーツ少年団山陰大会

8:30〜田万川グラウンドほか

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜むつみ農村環境改善セ
10:00 〜むつみ農村環境改善セ

13:00 〜福栄保セ

●のびのび会
　むつみ楽しく体を動かす会

●乳幼児相談
●乳幼児健診

毎週㊌
1 ㊋

9 ㊌
15 ㊋

9:00 〜川上保セ
9:30 〜旭マルチメディアセ

●とことこ教室
　ヘルシー教室（明木）

毎週㊌
14 ㊊

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜やまびこ

9:30 〜須佐総合事務所
9:30 〜小川コミュニティセ

9:30 〜須佐保セ
10:00 〜 11 区自治会館

13:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

13:30 〜田万川保セ
10:00 〜やまびこ

10:00 〜須佐郵便局

　弥富元気もりもり体操
　定例須佐健康相談
　萩市健康体操教室
　須佐はつらつ楽食会
　小川 11 区健康教室
　活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
　悠優！自適！健康づくり教室
　健康・介護予防座談会
　まちの保健室

4 ㊎
7 ㊊
8 ㊋

9 ㊌

10 ㊍
11 ㊎
14 ㊊
15 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667
8 ㊋

14 ㊊

　Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウィルス検査
　（血液検査）（要予約）
　骨髄ドナー登録会（要予約）
　エイズ抗体即日検査（要予約）
●乳幼児発達クリニック（要予約）

13:00 〜
13:30 〜
14:00 〜
13:30 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事
13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜城東会館
9:00 〜萩市保セ

9:30 〜畦田公会堂
9:30 〜萩市保セ

13:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜越ヶ浜介護予防セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜地域ふれあいセ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜三見公民館

9:30 〜萩市保セ
13:30 〜前小畑公会堂

13:30 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ

13:30 〜小畑漁村コミュニティセ

1 ㊋

2 ㊌

4 ㊎

6 ㊐
8 ㊋

9 ㊌
10 ㊍

11 ㊎
14 ㊊

15 ㊋

●１歳６か月児健康診査
　こころの相談日（要予約）
●１歳の児集まれ教室
　城東タマちゃん体操会
　栄養相談日
　三見畦田健康教室
●パパママセミナー
●３歳児健康診査
　こころの相談日（要予約）
　越ヶ浜グッドヘルス
●母子相談室
●みんなであそぼ
　椿東健康教室
　こころの相談日（要予約）
　三見ソナタ
　ヘルシークラブ
　前小畑健康教室
　こころの相談日（要予約）
●１歳６か月児健康診査
　小畑グッドヘルス

 開催中〜6日　
　　  「茶話会」よみもの展 9:30〜 須佐図書館

 開催中〜30日　
　　  やべみつのり絵日記展 9:30〜 明木図書館

 4㊎、11㊎
　　  やっちゃんの青空教室 13:10〜 育英小学校

2 ㊌ ストローで楽器をつくろう 15:30〜 明木図書館
3 ㊍ 萩読書会 13:30〜 萩図書館

9 ㊌ 清ちゃんとつくっちゃお〜！ 15:00〜 須佐図書館
「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館

13㊐ 古本市 10:00〜 萩図書館
15㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館

【休館日】 須佐図書館：3㊍、7㊊、14㊊
            明木図書館：3㊍、7㊊、13㊐、14㊊

◆児童館（25･1025）
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス 19:00〜20:30
 5㊏、12㊏ おひさまおはなし会（子ども図書館）　　15:00〜

5㊏ みんなでミュージック 13:30〜15:00
10㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
◆ふたば園（22･2877）
 1㊋、8㊋、15㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
 1㊋、15㊋ 発達相談 10:00〜12:00

8㊋ 手作りおもちゃの会 10:30〜
13:00〜

15㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトン
の会」 11:00〜

◆萩幼稚園（22･0775）
8㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

9㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープサ
ート、パネルシアターなど

10:00〜11:30
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、3、11日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

3日㊍
6日㊐

13日㊐

［内科］
［内科］
［内外科］

川上（川上）
福賀（阿武町）
松井（下田万）

54・2014
08388・5・0863
08387・2・0345

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

情報カレンダー
●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

1 ㊋
○高島北海没後80年「高島北海展」 〜13日 （9:00〜/阿武川歴史民俗資料館）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
●心配ごと相談 （9:30〜/川上総合事務所）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

2 ㊌
外科 MP萩（堀内） 24･0082
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

3 ㊍

●須佐美術展 〜7日 （9:00〜/須佐文化センター）外科 池本（玉江浦） 25・7575
○江崎漁業さかな祭 （9:30〜/道の駅 ゆとりパークたまがわ）内科 玉木（瓦町） 22･0030
○須佐地域ふるさとまつり （9:30〜/須佐総合事務所駐車場）小児科 いわたに（椿東） 24・2100
○むつみふるさとまつり （10:00〜/B＆G海洋センター前庭）産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
○長門峡もみじまつり （10:00〜/長門峡竜宮淵駐車場）歯科 南崎（椿） 22・3718
●萩市民音楽祭 （12:00〜/市民館大ホール）
●レジェンドコンサート （18:30〜/市民館大ホール）

4 ㊎
●人権相談 （10:00〜/福栄農村担い手育成センター）外科 兼田（吉田町） 22･1113

内科 萩市民（椿） 25･1200

5 ㊏
外科 花宮（平安古町） 25･8738
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

6 ㊐
○萩市合同吟剣詩舞大会 （9:00〜/市民館大ホール）外科 都志見（江向） 22・2811
○かわかみふるさとまつり （9:30〜/川上公民館周辺）内科 中坪（今魚店町） 22･5430
○福栄ふるさとまつり  （9:30〜/福栄総合事務所横広場）産婦人科 都志見（江向） 22・2811
○山口福祉文化大学大学祭「喜福祭」 （10:00〜/山口福祉文化大学）歯科 村上（唐樋町） 25・2828

7 ㊊
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

8 ㊋
●行政相談 （9:00〜/小川コミュニティセンター）外科 萩市民（椿） 25･1200
●人権・行政・公証相談 （10:00〜/総合福祉センター）内科 藤原（土原） 22・0781
●心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）

9 ㊌
●こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 市原（塩屋町） 22・0184

10㊍
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 柳井（橋本町） 22･0748

11㊎
●行政相談 （9:00〜/福栄コミュニティセンター）外科 田町（東田町） 24・1234
●山口福祉文化大学公開講座 （9:30〜/小川コミュニティセンター）内科 玉木（瓦町） 22･0030
●人権・行政相談 （10:00〜/旭マルチメディアセンター）小児科 いわたに（椿東） 24・2100
●消費生活（多重債務）無料法律相談会・心の健康相談会　   （10:00〜/総合福祉センター）

12㊏
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/橋本川沿岸（沖原地区））外科 平岡（新川東） 25･7100
○ルーラル315・376フェスタ 〜13日 （9:30〜/うり坊の郷katamataほか）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
●萩ふるさとまつり 〜13日 （10:00〜/中央公園ほか）

13㊐
●萩時代まつり （8:00〜/市内各所）外科 MP萩（堀内） 24･0082
○赤米フェスタ （10:00〜/須佐大橋北休憩所）内科 山本（椿東） 26・0077
●中央公民館舞台発表会 （10:30〜/市民館大ホール）産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

歯科 すえます（椿東） 21・4525

14㊊
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 めづき（土原） 22・2248

15㊋
●心配ごと相談 （9:30〜/須佐老人憩の家）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 波多野（堀内） 25･2788

日月火水木金土
41 2 3 5
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月１日〜10月15日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

～家紋となった植物～
ウメバチソウ

（梅鉢草）

　秋のこの時期、稲刈りが終わった木間地区の田
のあぜなどに白い花が点在します。北海道から九
州に分布し、秋を代表する山野草のウメバチソウ
です。山地の亜高山帯から水田のあぜの湿った草
地に生え、海外では北は樺太、千島、南は台湾の
高山帯まであり、比較的寒地の植物といえます。
　一つの花茎にハート型の葉が一枚茎を抱くよう
つき、その先に真っ白い花が咲きます。白く太い
花糸の雄しべと糸状に裂開した雄しべの塊りが、
あたかもウメの花の雄しべを連想させることから
この名前がついたようです。
　「梅鉢」は家紋の一つで、菅原道真や前田利家
の家紋「梅鉢絞り」がそれです。

　市では、「萩椿群生林」をデザインしたオリ
ジナル年賀ハガキを限定発売します。
■発売日　11月９日（水）
■価格　１枚 50 円
■枚数　１万5,000枚
※ハガキはインクジェット
紙です。
■販売所　市役所総合
案内、各総合事務所地
域振興部門
■問い合わせ　観光課

（２５・３１３９）

萩市オリジナル年賀ハガキの発売
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